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生徒が持つ傾向を活かした授業展開
一角の二等分線を作図する場面の考察を通してー
学習開発コース (13220901) 安達 心
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
筆者は，中学校数学科の教員として，生徒のつ
まずきを大切に扱いながら授業を行うことを心が
けている。その理由は，自尊感情を傷つけないな
どの生徒に対する配慮の側面もあるが，つまずき
の中に学びの深まりや広がりに繋がる種が存在す
ると考えているからである。つまずきとは，途中
で障害が起こって予定どおりいかず失敗すること
と記されるように，一般的に否定的なイメージが
強い。しかし，学習を理解する過程においては，
必ずしも否定的に捉える必要はない。むしろ立ち
止まって再思考し，学びを深め広げていく意味で
は，肯定的に捉えていくべきものである。
つまずきには，一般的に誤答として扱われてい
る単純な操作ミス (mistake)と，何らかの意味を
ともなった誤答 (error)の二種類存在する。単純
な操作ミスは，発生した時点で学習者自身，ある
いは郡市，他の生徒などにより即解消されるべき
ものである。しかしその一方，何らかの意味をと
もなった誤答は，つまずいた原因や背景などを明
らかにして解消しなければ，その後もつまずきと
して残り，必撚的に反復して何度も繰り返される
と予想される。だからこそ，つまずいた生徒にと
って何らかの意味を持った整合性のある誤容を，
筆者は大切に扱うべきであると考えている。
今，算数・数学教育では，系統性や学び直しを
重視した指導がより一層求められていることが，
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小・中学校の学習指導要領，中央教育審議会答申
などに明記されている。つまり，系統性を大切に
しながら指導していく中でつまずきを発見したな
らば，学び直して解消しなければならないことを
示唆しているものと考える。つまずきを一時的に
論じるならば個別指導によって初期のつまずき
から丁寧に解消していく方法が，代表的な指導で
ある。しかし，筆者が求めているのは，個別的な
つまずきの解消方法ではない。授業で出現したつ
まずきを生徒が持.~頁向として肯定的に捉え，学
級の生徒たち全員の持つ創瀞句な力を活かしなが
ら，耕市も含めて学び合い，数学の学聞を追究し
ていくような指導である。
(2)研究の目的
本研究の目的は，角の二等分線の授業実践を通
して，以下の①~③を明らかにすることである。
①角の二等分線の作図に際して，生徒が持つ傾向
であるコンパスの半径を変えない特殊な作図方法
に着目し，一般化を模索していく中で，角の二等
分線の本質的な意味に気付くことができる。
②先端が切れた角の二等分線の作図を思考する過
程で，後掲する図3のような典型的な誤答である
生徒の傾向に焦点をあてる。角を構成する2直線
に任意の線分を2本引き，それぞれの線分を二等
分した2点を結んだ直線が，角の二等分線になる
という生徒の傾向を再思考することで、角の二等
分線の理解を深めることができる。
③同じく先端が切れた角の三等分線の作図に注視
する。その問題解決過程を通して，コンパスの半
径を変えない特殊な作図方法を利用する考え方に
気付くことで，特殊化した作図方法の有用性等を
理解することができる。
(3)研究の方法
①文献や先行研究の調査
②授業指導案作成と実践
@渡業実践ま娠を基にした分析と考察
④本研究のまとめと課題の整理
2 先行研究の検討
(1)生徒の視点でつまずきを捉える重要性
Lakatos (1980)は，数学の知識を発展させる
ためには，反例もしくは変則事例を積極的に活用
することを強調し，推奨している。また， Borasi 
(1994)は.eITorを踏み台とすることで探求が
深まることを15のエピソードから紹介し，次の①
へ④の4つの成功経験により，数学の学習におけ
る健全な態度を開発することができるとしている。
①数学の本質をよりよく郡平させるとと。
②意義深し、数学的な内容の学習を促進すること。
③数学することにさらに熟練させること。
④数学を学習し利用するための能力にさらに熟練
させること。
山本(2004)に登場する生徒の説得の仕方は，何
か一つの理由により説き伏せるというよりも，根
拠を重ねるようにして説得を進めている。また，
布川(2010)の例では，教師のわかりやすし市リを取
り上げる工夫が，生徒のつまずきから離れていく
こととなる。これは，生徒のつまずきを教師の視
点からのみで判断すると，つまずきの本質を見落
とす危険性があることを示唆している。
生徒の視点で肯定的につまずきを捉え，それを
基にして生徒たちゃ耕市が共に学び合えば，つま
ずいている生徒，あるいはつまずく可能性のある
生徒に，よりよい理解をもたらす有用な機会にな
るのである。同時に，一度理解した生徒たちゃ教
師にとっても再思考の機会となり，より確かな論
証による理解へと学びを発展させることができる
のである俊逸2013a，2013b)。
(2)つまずきの分類
銀林 (1994)の文献などからもわかるように，
算数・数学のつまずきの分類の研究は，現主Eも進
んでいる。 前述した考えに基づき，芳沢(2006)に
よって整理・分類された16のつまずきを，筆者は
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活用していくことを考えている。
(3)つまずきを活かす授業の実践
布)I[(2010)の研究成果を土台にして，芳沢
(2006)によるつまずきの分類の型で，生徒のつま
ずきを活かして学び合いに発展した授業実践を考
察した。抽出した生徒を中心に学び合いが広がり，
つまずいた生徒，つまずきに直接関わった生徒，
間接的に関わった生徒それぞれの立場にとって，
つまずきが新たな学びの種となり，学びの広がり
と深まりがあることを，授業実践を通して確認で
きた伎達，2013a， 2013b)。このことが成立する前
提には，指導する耕市が生徒の視点にとことん寄
り添うことにある。授業者である耕市の学びに対
する考察を進めることで，朝市のあり方によって
展開が変化する課題を克服できると考えた。した
がって，教師が生徒のつまずきから数学を学び，
本質に迫る教材を開発することとした。その上で，
生徒のつまずきは，結局梯市の指導が影響を及ぼ
して出現していることに気づき，生徒のつまずき
をより肯定的に着眼し，生徒の持つ傾向左考える
こととした。なぜならば，生徒の持つ傾向は，教
師の指導の傾向でもあるからである(安達，2014)。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)授業実践について
教職専門実習Eの機会を活用して， 3時間に及
ぶ授業を計画・実践した。(授業実践A，B， C) 
その過程を円買にま録してプロトコルに起こし，
生徒の学習プリントへの記述内容キ授業後のイン
タピュ一等を参考にしながら分析・考察した。
①対象国立Y大判付属中学校3年生 40名
@凝業者安達心
③対象と授業者の関係
本授業は，授業参観を2時間行った後実践した
ものである。概ね生徒の様子や学習の瑚平におけ
る特徴を把握した上で授業を実施した。
僅凝業名 「角の二等分線を見つめる」
e凝業日時
A 平成26年 10月28日0k)14:35-15:25 
B 平成26年 10月30日(木)9:45-10:30 
C 平成26年 10月31日(金)8:50-9:40 
e凝業の概要
a)授業実践Aについて
角の二等分線は，以下の図1のようにコンパス
の半径の長さを変えて作図する。
園1.半径の長さを衰えた角のニ等分線
O予想される生徒の傾向
・コンパスの半径の長さを変えないで作図する。
園2.半径の長さを藍えない角のニ等分組
この傾向に着目し，コンパスの半径の長さを変
えて作図することの意義について学ぶ図
b)授業実践Bについて
【課題】
先端肌悼のような 1/ 
図に，先端から出る角の 1 
二等分線を描こう。，
0予想される生徒の傾向舗型的な誤答板。
・角を構成する2直線に対して，以下の図3のよ
うに任意に2職分を引き，それを二等分した2点
を結んだ直線を描く。
園3.線分の二軒端を基にした作園
c)授業実践Cについて
【課題】授業実践Bと同じ
0予想される生徒の傾向横型的な誤答1d)
・一般化した作図方法である「たこ形」を荊閉し
た考えで作図する。
固4.rたこ形」の考えを利用した作園
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(的結果
授業実践A，B， Cについて，本研究に闘わる
主な生徒の活動を，プロトコルや生徒の学習プリ
ントへの記述内容，板書の再現等から表示する。
a)授業実践A
耕市:コンパスの半径の長さを変えて作図するこ
との意義について，どんなことを考えまし
たか。
生徒:・・・・・(沈黙)
C 1 :コンパスの半径を変えてできる「たこ形J
の図形は，コンパスの半径を変えないでで
きる「ひし形」の図形を含んでいると思い
ます。
生徒:どういうこと。(ざわつき)
Cl :長方形という大きな集合の中に，その中で
もすべての辺の長さが等しい，特別な形で
ある正方形が含まれているような関係と閉
じイメー ジです。
耕市:それを図にするとこういうことでいいかな白
たこ形
♀ 
動脚形 |げ刊6吋O向バ山州7も1肝川
f正既方勝形い)1(φ》い小JJR静川9
~j (知h岬宇亡おμE尚初i的匂町tj吋iけ) 
園5.包含関係を用いた生徒の説明
C 1 :そう，そうです。
生徒:ふーん。(ざわめき)
C2:Clさんの考えに似ているのだけど，僕は
証明で考えました。「たこ形jにしても「ひ
し形jにしても，角の二等分線を挟んで二
つの三角形ができます。それは，どちらも
三辺がそれぞれ縛しいので合同になります。
だから，角の三等分組であることが成り立
つわけです。でも，違いがあって，rひし形j
のときは三辺のうちの二辺が等しいという
特殊な状態になっています。一般的には二
辺が等しい場合ばかりでないので，その面
で「たこ形」に意義があると4思いました。
生徒;なるほど。
耕市:これと，これと。特殊…，一般…。ふーん。
他に同じような考えの人はいますか。
C3 :同じことですが， rひし形jは「たこ形jの
特例であって，一般的にすべての場合で描 b)授業実践B
けるのは「たこ形Jだと思います。 樹市:みなさんが考えているものの中にこのよう
教師:すべての場合で描ける…。うーん。まった な考えがありましたが， C6さんどうして
く違う視点から考えた人はいなし、かな。 このように考えたのですか。
生徒:・・・・・(沈黙)
教師 :C4さん，どうかな。
C4:半径を変えないと，角が 1800 のときに描
けなくなります。 C3さんのすべての場合
で描けないに該当します。
生徒:わからない。(ざわつき)
教師:どういうこと。
C4:角が鋭角のときは，当たり前ですが描けま
す。直角も同様です。鈍角になると，苦し
くはなりますが描けます。問題の 18げの
ときですが，コンパスの半径を変えないた
め， 1点lこコンパスの線が集まるので線を
引けなくなります。
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図6.180・の角度で検証した生徒の説明
生徒:すごい。わかった。(ざわめき)
C5 :だとしたら， 1800 以上のときは。
教師:では，皆さん 1800 以上の角に半径を変え
ないで二等分線を描いてみてください。
(しばらく作図に集中する)
C5 :うわ。描けた。やばい。反対側から描ける。
生徒:本当だ。すごい。
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図7.180・以上の角度での検証
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図8.線分の二等分線を基にした考え
C6 :角の二等分線は，お互いの線から等しい距
離にある点の集合です。なので，適当な場
所に線を引き，垂直三務長線で中点を押さ
えて，それを二回繰り返す。そして， 2点
を結べは先端から出る角の二等分線にな
ると思いました。
??
耕市:(図を指しながら)うーん。たしかになりそ
うな気がしますね。前回の授業じゃないけ
ど，どのような角度でも成り立つのかな。
描いてみて下さい。
生徒:・・・・・(作図に集中する)
生徒:ならない。(あちこちから)
(多くの生徒が，視認により確認)
耕市:成り立った人。
(一人も挙手がいなし、)
耕市:成り立たなかった人。
(8割程度の挙手)
耕市:成り立ちそうに思えたのに，どうして成り
立たないのかな。描きながら気付いた人は
いない。
C7 :実際に描いた角の二都 練からそれぞれの
線に垂線をおろして測ってみると，長さが
違うことがわかります。
図9.角の二等分線の定義(板書の再現)
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C8 ;角の二等分線はそれぞれの線から垂線を引
き，その長さが等しいところの点の集合だ
からそうなるのだと，思います。
C9 ;数学における距離は，最短距離のことを表
しているから. C6さんの説明の中で距離
の考え方が違っているのだと思います。
生徒:なるほど。(ざわめき)
c)授業実践C
教師:みなさん， CI0さんの考えを聞いてみまし
ょう。
CI0 ;最初の授業を参考にしまし丸それぞれの
平行線を描き，できた角の三等分線を引く
と先端の角の二等分線になると考えました。
教師;ClOさんの考えた作図はこうかな。
(図4の作図を示す。)
CI0 ;そうです。みなさん，どう?すか。
生徒:・・・・・(ざわつき)
生徒:とれが正解だとするならば，簡単に描くと
とができるよね。
生徒:・・・・・(ざわつき)
Cll ; CI0さん，この作図方法だと平行四辺形が
できることしか，保証がないよね。だとす
ると，偶然に条件が整わないとその角の二
等分線が先端の角の二等分線にはならない
と思います。
CI0 :どういうこと。
Cll:つまり，平行四辺形の性質の中に向かい合
う角の二等分線が対角線になるというのは
ないと思います。極端な例でいうとこうな
って成り立たないよね。
国10.生徒Cllが記した反例(板書の再現J
生徒:なるほど。(ざわめき)
教師:うーん固 CI0さんの考え方を活かせないか
な。どうするといいのかな・・・。
生徒:・・ ・・.(抗黙)
C12 :先生，特殊化したものになりますが，ひし
形の考え方を利用すすLばできると思います。
教師:どういうこと。黒板に描いてみてくださlt'0 
36 
C12 :平行な線から角の二等分線を描き，その交
点から斡7な線を引くことによってひし形
が保証できます。 Cllさんの平行四辺形の
性質で思い出したのですが，ひし形なら対
角線は角の三等分線に必ずなります。
園11.rひし形』の考えを用いた生徒の作園
生徒:なるほど。
教師:みなさん，どうですか。描けますか。
生徒:描けると思います固(うなずきながら)
4 考察
(1)授業実践Aについて
①コンパスの半径を変えない生徒の傾向
角の二等分線をコンパスの半径の長さを変え
ないで作図する生徒の傾向に着目し，コンパスの
半径を変えて作図する方法との対比から，一般化
を図っていった。それは，筆者が勤務した学校の
生徒にその傾向があったからである。また，事前
のインタピュー調査から授業実践を行った学校の
生徒も同様の傾向があることを把握していた固主
な理由は，いす苛もも，コンパスの半径を変えるわ
ずらわしさにある。事実，授業の導入で角の三等
分糠を描くことを問うと，学般のほぼ全員の生徒
がその方法で作図を行った。なお，一部の生徒が
コンパスの半径を変える方法で作図していたo そ
こで，教師が，第1学年の教科書には半径の長さ
を変えて作図する方法が掲載されていることを伝
えると，生徒の疑問に変わった。自分が当たり前
に考えていたことと教科書の記載の事実とのす守も
が，それを生じさせ意欲に変わったこと械業後
の感想記述からうかがえる。すべての角度での検
証を試み，一般化を図っていく思考が促進され，
図6で示したように 1800 の場合に成り立たない
ことに帰着できた。教科書を読み直し，自分の思
考を問い直す活動につながった。
②包含関係で一般化を図る生徒の様子
生徒Clはひし形が，たこ形の特殊な場合であ
るという包含関係に着眼し，包含関係で説明を行
った。その際に，正方形と長方形の関係を引き合
いに出し，その関係性をわかりやすく説明してい
る。それは，正方形が四角形の中で最も特殊な場
合であることに加え，長方形の定義がE方形のそ
れに類似していることが，生徒にとって包含関係
をより分かりやすく表現しているからであったこ
とが，授業後のインタビューから分かった。また，
生徒C2は出来上がる二つの三角形の証明を行う
ことによって，合同条件であるほ組の辺がそれ
ぞれ痔しい」の中の「それぞれ」の部分に着服し，
二等辺三角形になる場合を特殊化と断定している。
生徒C3は，生徒C1，生徒C2の発言を受け，
自分の思考していたことを「特殊Jr一般lという
用語をはっきりと用いることで，二人の意見を整
理した。どのような場合でも成り立つということ
は，数学の学びにおける重要な姿勢の一つである。
また，数学的な用語の使い方を普段の学びの中で
意識しながら学んでいることが，このような生徒
遣の発言の背景にあると考える。授業後の生徒の
感想の中に，既定の数値で成り立つ事実を，変数
である文字に置いて証明したことを思い出し，こ
のことと関係付ける生徒が多かったことからもう
いかがえた。本授業の提示課題が，生徒の思考を
揺さぶり，一般化を図ったり，定義する際に数学
的な用語を正確に使ったりさせる魅力があること
が推察される。
@滞々な角度で検証し一般化を図る生徒の様子
、会
図12.椋々な角度での検証(板書の再現)
生徒C4の説明は，生徒C3の意見をうけて自
主的に思考していた発表である。一般化するとい
うことは，どのような場合にも当てはまるという
ことを認識しており，それを様々な角度で検証し
ているのである。実際に描くことを通して確認で
きることから，他の生徒の主体的な活動にもつな
がった。生徒の感想の中には，様々な角度での検
証が最も理解できた旨の記述が多数あった。生徒
C4の説明を聞き，実際に自分で描きながら思考
していった様子が記述さていた。また，垂線の作
図へのつながりや 180。以上の角の場合について
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も思考がつながっている。実際に自分で描くこと
によって，その実感がより作図の技能の向上に結
び付いている。
以上の授業実践Aの分析・考察から次のことが
言える。生徒の感想の中に， i何も意識しないで作
図していた」や「半径を変えないことが楽だから
作図していたJといったものが見られた。こうし
た生徒の持っていた傾向に着目して耕オを捉える
ことによって，生徒は当たり前だι思っていたこ
とに疑問を持つ。そして，それが思考する意欲に
つながっていったことが明らかになった。また，
一般化する過程の中で，確かな根拠を模索してい
ることがうかがえる。包含関係ヰ証明による説明，
用語の使い方などを思考し，根拠を明白にしてい
っている。更に，実際に角度を描きながら検証す
ることによって，角の二等分線の意義や数学的な
活動を伴う思考にたどり着いたものと考える。
180'。以上の角度を検証するなど，更なる追求心
も生まれており，角の二等分線に隈らない一般化
への意識の高まりや，作図方法の場面による使い
分け，垂線の作図方法との関係性にまで生徒の思
考が深まっている。
(2)授業実践Bについて
①角の二等分線の定義の確認
事前に生徒の思考の流れを検討し，現れる傾向
を予測して授業を行った。これは，生徒の提示課
題への意欲の剖面でもある。教師が，この傾向を
利用することによって，生徒は角の二等分線の定
義に立ち返ることができるという意義がある。ま
た，数学における距離は最短E輔のこと左いう考
え方を意識でき，角の二等分線について考えを深
めていくことができる。生徒C7は，垂線を引き
実測して確認している。つまり，角の二等分線の
定義がしっかりと知識として身についており，実
測という行動で確認しているのである。しかし，
実測することは，数学的にEしいことを裏付ける
理論的な保証が欠けている。生徒C8は，生徒C
7の生徒の説明の不十分な点を，論理的に補って
いる。角の二等分線の定義を再確認することによ
って，すべての生徒の図形に対する理解を深める
ことにつながった。
②庄灘の概念の理論的な確かめ
生徒C9は生徒C6の傾向の基になっている
距離の概念に言及している。 E萌監についての再確
認によって考え方の本質の間違いでないことや，
だからこそどのように思j付べきかを示唆してい
るものと考える。
以上の授業実践Bの分析・考察から次のことが
言える。勝争の二等分線を描く生徒の傾向から，
角の三等分線の定義について再確認する学びを得
た。生徒の感想からも「角の二等分線から等距離
にあるというのは，垂直に降ろした線分が等しく
ならないといけない」等の記述が確認された。ま
た，数学で言うE離は最短醐監のことを意味し，
それが結果的に垂線になるという概念形成にもつ
ながっている。生徒は，自己の距離に対する暖昧
な概念に気付き，修正しながら改めて概念形成し
ていることがプロトコルからうかがえた。事国市の
生徒の思考を揺さぶる発問や，精選された支援が
必要であるという課題も感じた。
(3)授業実践Cについて
①羽子四辺形の思考に傾いた生徒の様子
授業実践Cのプロトコノレにあるような生徒の学
びが成立したきっかけは，下の図13のような考え
をある生徒が発表したことに起因している。
園13.平行移動を利用した生徒の考え
等距離にある斡子な2直線を2組描いて，その
交点を結んで求めたい角の三等分線を作図する方
法である。この解答は理制句には正しいものであ
る。しかし，等距離を保つための作図が示されて
おらず，作図としては完全なものとは言えない。
これを見た生徒C10は，もっと少ない条件で描く
ことができないかを思考し，判子な2直線のみを
描いて平行四辺形をつくるという発想を持った
(図4)。これは，一つの生徒の傾向であると考え
ることができる。授業実践Aの「たこ形」の作図
方法を活かそうとすると，その2直線が平行の条
件に加え，距離が等しい関係性を保って作図しな
ければならない極めて困難な作図である。
②羽子四辺形の対角線に着目する生徒の様子
生徒Cllは，生徒C10の考えでは成り立たな
いことを反例の作図で示している(図 10)。これ
も一般化するためにはすべての場合で成り立つ
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必要がある，という授業実践Aの学びが取り入れ
られている。この反例が示されたことによって，
数人の生徒が平行四辺形の対角線の性質に着目し
始める。ある生徒が，それを図示しながら全体に
説明している。平行四辺形の対角線は，錯角どう
しは等しくなるが，それぞれの角が全て等しくな
るというのは，一般的には言えな凡
図14.平行四辺形の対角線で分けられた角
したがって，平行四辺形の考えを効果的に利用す
るためには，角の二等分線では特殊な作図方法で
ある「ひし形」の考えを利用しなければならない
ことに行き着く。本提示課題では，一般化された
「たこ形」の作図方法が通用せず，特殊な作図方
法である「ひし形」が有効であることに，生徒が
気付いた。一般化されたものが，必ずしもいつも
利用する場合ばかりではないことが明らかになり，
特殊な場合を効果的に使うことに気付いた。それ
は授業実践Aからの指導計画の流れにおいても，
大変意義のあるものであると考える。
③「ひし形」の性質を利用する生徒の様子
生徒C10の傾向から，生徒の思考が「ひし形」
の性質の利用に変化していったことがうかがえる。
それは，図 14のように，平行四辺形の向かい合う
角の二等分線は，対角線にはならないことから起
因する。既習事項の平行四辺形の性質を利用し，
特殊な形である「ひし形」がそれに該当すること
に気付いたのである。その反例が作図されたこと
により，生徒C12の思考が対角線に着眼し， rひ
し形」にたどり着いたことが，授業後の生徒のイ
ンタビューで分かった。「ひし形」の対角線の性質
により，作図方法が考えられたことも確認できた。
生徒C12は，まずどちらかに任意に平行線を描く
ことで， rひし形」の基礎を描いている。これは平
行四辺形の考え方による作図から思考している。
そして，ここでで角の二等分線を描くことにより，
2つ目の平行線が任意のものではなく，必撚的に
「ひし形」が出来上がるようにするのである。偶
発的なものでなく，必然的なものに変えるために，
「ひし形」の対角隷の性質を活用し作図に応用し
ている。角の二等分線が交わる点から平行な線を
描くことにより， 1ひし形」が保証され最後の角の
二等分線が間違いなく求める解答である確証を得
ている。この活動を通しながら，ひし形の持つ性
質や斡識における角(同位角キ錯角)の学びが
深まっていることも確認できた。
④生徒の学び合いが生じる条件について
生徒同士が，お互いの足りない点を補いながら，
角轄に迫っていく姿が多く見られた(生徒CI0に
対する生徒Cll，生徒C12のプロトコル)。その
原点は，誤容である生徒CI0の考えた明子困辺形
の作図にある。誤容を誤容のまま先毘せず，その
考え方のどこを補完すれ峨轄に近づくのかを考
えていることが，前述した実践授業Cの①から③
の考察でうかがえる。「問題が難しく考える時聞が
楽しかった。」や「課題に対して深く入り込んだ。」
等の生徒の感想から，提示課題の適切さがそれを
もたらしたことがうかがえる。授業の提示課題が，
全員にとって必要感があり，思考する意欲をもた
らしており，難易度も高いため自己解決が困難な
状況にあるのである。老樹自体に魅力があり，ど
の生徒にとっても解決したい，解決すべき課題で
あったと考えられる。結期句に，それが学び合い
を生み，学びの広がりと深まりに結びついている。
また，今回は分析・考察していないが，様々な作
図方法が思考されていた。多くの作図によって，
様々な図形を理解することにつながったことが，
生徒の感想からうかがえる。
5 到達点と課題
(1)研究の到進長
授業実践A，B，Cを分析・考察してきた結果，
生徒が持つ傾向を活かした授業展開には，以下の
①~③の成果が挙げられる。
①角の二等分線の作図において，コンパスの半径
を変えないで作図する生徒の傾向に着目して再思
考すると，一般化を図ることができ，それに対す
る意識が高まる(授業実践Aの考察より)。
②角の二等分線によく似た線分の二等分線を描く
生徒の傾向は，図形に対する理解を深める(授業
実践Bの考察より)。
③一般化した作図方法が万能ではなく，特殊な作
図方法を利用した方が良い場合も存在する(授業
実践Cの考察より)。
①~③のいす守Lも，生徒同士がお互いの説明を
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補完し合うような，自然発生的な学び合いによっ
て知見が得られた。教材の持つ魅力が，自分だけ
では解決できない難解さを生み，生徒達が知恵を
出し合いながら解決していった。
(2)課題
今回の実践事例は，国立Y大学附属中学校のも
のであり，一般的な公立中学校のものではない。
筆者が勤務する学校等で実践することで，より一
般的な指導の在り方，耕オの活かし方が見えてく
るのではないかと考える。その際には，より耕市
の発問の吟味や見取り，支援の在り方等が問われ
ると推察する。また、一事例での検証であり，他
の事例でも同様の知見が得られるのカ検証したし九
生徒の傾向に注視し，数学の本質に迫る梯オ開発
を続けていきたい。そして 個別的な学習やグル
ープ学習ではなく，学級全体で学びが成立する授
業を模索していきたいと思う。
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